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Lovi’n Tsuchiura*　～愛着のもてるまち～
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１背景
　土浦市民は自分のまちについてどう感じているのだろうか。その一つの指標として愛着が考えられる。平成27年度市民満足度調査（以下満足度調査とする）からは、土浦市への愛着を持っていると回答した人は65%という結果だった。隣のつくば市が80％であることを考えると決して高いとは言えないだろう。
　そもそも愛着を持つことが良いことなのだろうか。鈴木・藤井（2008）によれば、地域に対する愛着を持つことが住民の協力行動（町内会活動やまちづくり活動など）を促す因果関係の存在が統計的に支持されている(論文Ⅰ)。住民主体のまちづくりであることのメリットとしては、住民のニーズが反映されやすいことや、まちを社会貢献の場として機能させることが可能なこと、そもそもコミュニティの維持・管理には必要なものであることなどが挙げられる。このことから、愛着を高めることには十分意義があると思われる。

2目標都市像
　以上のことから私たちは、住民主体のまちづくりに必要である『愛着の持てるまち』を目標都市像とする。

3地区別の現状と提案
3.1中央地区
テーマ『にぎわいで愛着のもてる商店街』
3.1.1現状
中心市街地の活性化は、地域愛着の醸成にも肯定的な影響を及ぼしうるということが分かっている(論文Ⅱ)一方で、満足度調査において「中心市街地のにぎわい対策」や「駅前開発など中心市街地の整備」の項目は、重要度は高いものの、満足度は低いという結果を示した。
土浦駅から450mほどの場所にあるモール505は、かつては中心市街地の商業の中心としてにぎわったが、現在では空きテナントが増え、2Fの空き店舗率(=空きテナント数/総テナント数)は55.6％、3Fは50％と、フロアの半分以上が空きテナントとなっていることが分かった。
3.1.2提案　　　“リノベーションで複合商業施設を整備”
　商店街に期待される物理的機能として「おしゃれな雰囲気の

ある商店街」、「専門店や個性的な店のある商店街」、「ひと休み
できる場所のある商店街」といった項目が挙げられる(論文Ⅲ)。昭和60年代に建てられ、老朽化も進んでいるモール505においてにぎわいのある商店街を形成するために、既存の建物をリノベーションにより大型複合商業施設として整備することを提案する。
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図1　モール505複合商業施設化イメージ図
1Fにはまちの自転車屋さんとコンセプト飲食店街を誘致し、つくば霞ケ浦りんりんロードの中継点として自転車道利用者に休憩所や自転車仲間との出会いの場所を与えたり、市民に同じ趣味を持つ人との新たな交流を生む機会を与えたりする。2Fはシェアオフィスとなっており、執務エリア、会議室、ロッカー、応接スペース等を備えている。期間貸し、時間貸しのどちらの利用方法も選ぶことができ、利用者の仕事に合わせた流動性のある、つまり様々な交流の生まれやすい仕事場を提供する。1Fの飲食店街を訪れることでさらなる交流も期待される。3Fは賃貸アパートとして貸し出す。部屋は単身用(約27㎡)42戸と2～3人家族用(約40㎡)25戸がある。1,2Fで働く人には安く貸し出し、利用しやすくする。
　また、モール505のリノベーションに際してモール505上に延びるニューウェイの区間を県道263号線の交差点までに縮小し、モール505の景観を向上する。JICA-STRADAによる交通量・混雑度の予測（図2）ではニューウェイの交通量は減少し、周囲の道路でも交通量・混雑度ともに減少していることから、高架道路の利便性の向上と市街地の混雑緩和が予想される。区間を縮小することで維持費の軽減にもつながることが分かった。
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図2　ニューウェイ縮小後のJICA-STRADAによる
交通量・混雑度の予測
3.2新治地区
テーマ『自然と触れ合い、学べる学校』
3.2.1現状
新治地区ではとくに少子高齢化が進み、平成30年4月に新治中学校と周辺3つの小学校（山の荘小学校、藤沢小学校、斗利出小学校）が小中一貫校となるため統廃合を迎え、未利用校舎が生まれる。また市内の耕作放棄地の半分以上が新治にある（図3）など、規模の縮小が顕著にみられる地区である。また耕作放棄地を所有する農家から「高齢のため農機具を扱いきれない」「ただでもいいから耕作してもらいたい」などの声が聞かれている（土浦市耕作放棄地解消計画より）ことなどから、耕作放棄地の活用が求められていることも明らかとなった。[image: ]

図3　農用地区域における耕作放棄地の割合
　小学校への愛着要因には、「誇りに感じる」ことや「利用する」ことが有意に関係することが分かっている（論文Ⅱ）。また住民満足度調査より、住民が思う土浦市の強みは「豊かな自然」「新鮮かつ豊富な食料」であることが分かった。
3.2.2提案　　　“農家の学校「にいはり」の開校”
　これらより、小学校の校舎を活用して農業体験のできる農家の学校「にいはり」を提案する。[image: ]
図4　農業の学校「にいはり」の開校
①農業体験＆農家育成コース②採れたて野菜調理コース③一日農業体験コースを作り、講師には地元の農家を招く。小学校には学びの場のほか宿泊施設、採れたて野菜のレストラン＆マルシェを併設し、近所の住民も気軽に立ち入れる場所にする。廃校舎、空き家、耕作放棄地などのストックの有効活用により、景観の向上、防犯にもつながる。また将来的には農業従事者の増加や後継者不足の解消なども望まれる。
3.3北部地区
　テーマ『交流拠点としての病院』
3.3.1現状
　北部地区では、2016年３月に開院した「土浦協同病院」を対象とした提言を行う。こちらは県内有数の規模を誇り、ドクターヘリが離着陸可能であるなど広域医療も可能であり高度な医療技術を有する。まさしく地域のシンボル的な位置づけにある。病院周辺には公園が整備され、付近には住宅地「おおつ野ヒルズ」も存在している。院長はメディカル・エコタウン構想という医療による一体となったまちの形成を目指している。しかし、開院から日も浅く、病院、患者、地域住民の交流は十分でない可能性がある。※その他の７地区：一中,二中,三中,四中,五中,六中,都和中地区を指す

3.3.2提案　   “土浦ホスピタルアートの開催”
美しい景観、医療環境の充実は愛着形成をもたらす。また、住民間でのコミュニケーションも重要な要因の１つだ（論文Ⅱ）。以上の条件を充足する提案としてホスピタルアートを挙げる。ホスピタルアートとは、医療の現場で世界的に認められている手法である。アートの力で不安や苦悩を和らげ、患者とその親族、ひいては医療従事者に安らぎを与える取り組みの事を指す。取り組みは単なる芸術作品の展示に留まらず、患者による実際の創作活動も含まれる。筑波大学でも行っており、協力さえあればその導入可能は十分にあるだろう。今回の提言はそのホスピタルアートに、コミュニティアートを掛け合わせるという前例のない取り組みだ。院内だけにとどまらず、積極的な地域住民の参加を目指す。施策は３つのステップがあり、大学の授業の誘致、病院外でのプロジェクト、病院内でのプロジェクトに分かれる。最終的な目標は魅力的な医療空間の創出、そして病院を中心としたコミュニティの形成である。目標達成を通して愛着の向上を図る。
3.4南部地区
　テーマ『安心できるコミュニティ形成の場』
3.4.1現状
　荒川沖駅前にある「さんぱる」は2015年に閉店した。駅前空間への愛着要因には、「くつろげる」「誇りに感じる」「人に会う」ことが関係することが分かっている（論文Ⅱ）。また満足度調査より、さんぱる周辺において「幼稚園などの幼児教育の充実」「高齢者や障碍者の生活の場の提供」の重要度は高く、満足度は低い状況となっている。またそのさんぱるは、駅前にも関わらず廃墟となり落書きや違法駐輪がみられるなど、くつろげる空間などには程遠い状態である。
3.4.2提案　 “さんぱるコミュニティセンターの開設”
　そこで提案するのは、さんぱるを減築しコミュニティセンターを整備することである。
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図5　さんぱるコミュニティセンターのイメージ図
1Fにはコミュニティスペース、託児所、駐輪場を設置する。駅前には臨時駐輪場のみしかないため、駐輪場を設置することで対応する。託児所とコミュニティスペースを併設することで、高齢者の集う場を作り出しそれが防犯の目ともなる。2Fには土浦市役所南支部を移設してくることを提案する。屋上には公園を整備し、駅前にくつろげる空間を創出する。駅前という好立地と子供が遊べる空間があることで市役所の利用を促進し、行政へ触れ合う機会を増やす。
3.5霞ヶ浦
　テーマ『近くて「近い」霞ヶ浦へ』
3.4.1現状
公園の存在は地域愛着の向上に繋がる(論文Ⅳ)。また満足度調査では土浦市の資源として「霞ヶ浦」を挙げる人が最も多かった。これらより、霞ヶ浦を身近に感じられる公園を人々が利用することによって愛着がうまれると考え、既存の霞ヶ浦総合公園に着目した。
　霞ヶ浦総合公園は市内最大級の総合公園として様々なスポーツ施設やハス園など豊かな植生を楽しむことできる。しかし、霞ヶ浦沿いは大部分が立入禁止となっており、霞ヶ浦を見渡せる場所はごく一部に限定されている。
3.4.2提案　　　“デッキと水上テラスの整備”
　霞ヶ浦における親水空間の形成のため、霞ヶ浦総合公園の湖畔にデッキと水上テラスを整備することを提案する。
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図6　デッキ・水上テラスのイメージ図
デッキを人工砂浜から水生植物園のデッキまで整備することにより、デートスポットやランニングスポットといった来園者の散策スポットとなる。またデッキに船着き場を整備することにより、土浦港のラクスマリーナから霞ヶ浦総合公園までの遊覧船の運航を検討する。水上テラスは霞ヶ浦にせりだす形で整備し、通常時はキッチンカーを利用したオープンカフェとする。併せて水上ライブやビアガーデンなど様々なイベントも行われる場所としても機能させることにより、更なる人々の憩いの場を形成する。これらの施策によって、公園利用者の増加や霞ヶ浦への興味・関心がうまれることとなり土浦市への愛着向上が見込める。
4今後の予定
今後の予定としては、①実現可能性の指標として、費用算出だけでなく費用便益分析を行うこと②提案の拠点となる場所周辺でのヒアリング調査を行うことなどの検討をしている。
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